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い，地形の影響などが主な原因となっているように思わ

れる．機会があれば，これらについても考えて見たい．

最後に資料を提供して下さった海陸風観測グループの方

方に深く謝意を表する．
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昭和50年度第4回例会案内

開催日時：昭和51年1月27日13時一17時

開催場所：神戸海洋気象台，会議室

　　　　　神戸市生田区中山手通り7丁目

1975年11月

講演題目：海上気象，乱流，測器，総観気象

担当：舞鶴海洋気象台，坂根教闘（近畿理事）
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